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企百三結草今生町役場

ヨ』写真=完成した駅前広場

着々進む都市計画

今金可i.l昭和25年都市計画の指定を受け着々需給ど

均衡のどれた適正な町づ(りに努力してさんG 本年 も

E了の玄関ど、、 うへ さ駅志議広場をはじめ大和線の完成

をみるこどがでさ 、地方都市ど Lては誇るべう 変li-) 

を遂げて、もる c しか L三fこ;.t二町民生活 をエ ンンヨイ

するために環境整備も残されて、、る c

都市に豆;舌する L のばかりでなく 、 ~村にイ王L、も の

にとっても来い、 「、、こ、、」の場所と Lてお応 L、、風

格 ど魅力 をもっためには公菌、緑地等ゐ主主設も促進 L

f二けも ののL、とてコてあ bc
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教
育
長
に
犬
上
氏

選
任
さ
れ
る
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に
も
心
を
引
き
締
め
交
通
事
故

を
起
こ
さ
な
い

よ
う
、
ま
た
、

あ
わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

L

L
P
酌

R
ノ
。

@
-
一
阜
の
速
度
は
ひ
か
え
め
に
し

①
欽
酒
運
正

d
p
め
よ
う

⑤
車
の
す
ぐ
一
叫
す
く
後
を
翠

ら
な
い

/
 町

の
民
生
委
員
き
ま
る

新
任
五
人
再
任
十
九
人

一一言主主主三三三三五三量三三三三三重孟豆三Z主主主主主呈手豆主主主主主主量呈三E

三重三言要雲害事喜三重三塁三三喜三喜三重霊童三

t

青
少
年
会
館
十
一

一
月
末
完
成

貯蓄で生活に安定を

玄
年
九
月
末
日
で
教
育
委
員

の
任
期
満
了
と
な
っ
て

い
た
天

沼
義
之
進
、

丈
一
自
信
明
、
細
川

助
三
郎
吾
氏
の
後
任
と
し
て
、

十
一
月
で
三
自
の
第
三
回
起
時

町
議
会
で
、
犬
t
L
同
二
前
町
初

役
)
、
伊
謹

一
ム
ロ
ヘ
圭
肉
、)
、

部
軍
司
弘
道
ペ
今
金
J

の
三
氏
が

遺
伝
さ
れ
ま
し
た

G

ま
た
、
引
き
夜
き
向
日
午
投

開
か
れ
た
昆
育
委
員
会
で
、
教

育
長
に
犬
上
博
、
教
育
署
員
長

に
河
村
沼
犬
、
委
員
長
代
理
に

中
村
微
沼
の
各
氏
が
互
選
さ
れ

ま
し
た↑
。
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エ
事

急

建

E又

ピ
、y

チ

むだな消費をやめて一年の

くらしの設言十をたてよう。

次
唱
を
に
な
う
青
少
年
の
手
青
少
年
金
揺
は
へ
月
末
荷
工

さ
れ
、
す
で
に
九
丹
ど
府
内
で
さ
上
り
、
十
二
月
ニ

ヤ
日
完

成
を
め
ざ
し
て
急
ピ
ッ
チ
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
し

ま
ナ
。

用
さ
れ
る
も
の
と
鼠
待
さ
札
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、

こ
れ
に
対
し
て
す
で

t
t
 

に
定
設
促
車
毘
庶
会
を
中
乙
と

し
て
町
民
の
緩
い
亙
解
と
協
力

が
続
々
と
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

を
担
、
機
に
意
欲
止
を
吟
工
~
丹
卦

意
に
町
も
向
調
建
設
さ
れ
た

も
司
で
す
。

将
来
併
設
を
子
一疋
さ
れ
て
い

る
町
民
休
昔
話
と
と
も
に
今
後

の
奇
少
字
型
唾
全
育
究
平
島
草

川町ベ
縫
吉
間
帯
な
γ
六

当
封
の
↑
ハ

主
に
可
;
忌
寄
与
の
た
め
広
く
4
2

こ
の
庖
設
は
、
青
少
志
乃
堂

習、

国た
認
を
と
お
し
て
人
生
を

真
剣
に
考
え
‘
正
確
な
判
断
力

を
身
に
つ
け
、
自
己
の
事
責
を

十
分
に
位
一
か
し
、
自
主
的
に
独

立
の
荷
揮
を
修
呈
す
る
場
，
一
な

e

勺

当

日

て
J
a'
よ

い
句
、
乃

Q

4
一川、

J
P
川町
コ
y

ク

l

i

r
一
ヨ
扶
什

冶
市
担
翠
t

円点
日
ヱ
ハ
-
一
ヒ
Z
l

方
d
p
f

ト
ル
で
、
内

部
に

一
五

O
人
収
寄

の
体
育
室
、
市P
H什
宅

軒
高
室
二
つ
、

実
自

宅
、

浩
一一歩
、
骨
四
日正

室
ぽ
ニ
が
あ

η
霊
十

と
一了
つ
で
、
同
銭

円
連
日

正
道
ポ
北
海

道
百
年
記
士
事
軍
司

一
環
下
と
し
て
一
方
人

庁
一

γ
所
円
建

A
を

計
一
直
し
三
も
の
引
、

-
-
h
p」
当
り
当
町
ロ
叶

一平
は

海

外

-R泣
、

町
一
一
刊
朝
鮮
と
青
少
年

代
苦
の
怠
hA
全
土
ど
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晶」、田靖之生 E妻 、哩 さは呈

(写
真
リ
完
或
ま
じ
か
の
膏
少

年
会
館

一
正
、
金
原
伊
議
一
治
.
豊
田

高
川
里
.
日
進
小
池
重
嬉
J

今

主
白
石
光
喜
、

今
金
内
田
と
も

今
金
多
田
貞
太
郎
、
今
金
清
水

生
ン

、
今
金
ー不
回
二
ニ
、
今
金

尾
形
雷
夫

内

年

末

に

ふ

え

る

交
通
事
故
を
な

く

そ
う

人
乙
一一
患
の
動
bg
b
一昨
日1
ニ
設
し

く
ーな
包
た
め
で
す

J

さ
ら
に
こ

の
円
は
、
ク
リ

ス
マ
フ

、
志
平

全
と
お
酒
を
飲
む
一
開
会
が
多
く

A
X
酒
荘
一
世
が
占
え
一
。

4
と
も
事

故
件
駐
を
高
く
し
て
い
る
間
一
凶

と
な
っ
て
い
ま
す
a

こ
の
よ

コ
に
空
車
事
誌
の
'
タ

L
!十
二
月
は
、

運
転
君
、
歩
行

苦
に
と
っ
て

一
流
の
月
」

と
い

え
ま
し
ょ
う
。

お
た
が

L
P
~
忙
し
さ
の
な
か

中
二
月
は
、

一
怒
や
ご
最
も

交
通
事
生
が
仏
Y
L
月
で
す
一頃
民

年
十
二
月
の
宅
通
事
盈
件
監
は

年
間
の
一
ヶ
月
平
均
に
辻
肋
慨
し

て
四
十
五
句
増
と
な
っ
て
い
ま

A
EP
G
 こ

の
月
に
よ
の
よ
ヲ
に
交
通

事
社
が
多
い
の
は
、

五
路
が
凍

っ
て
ス
リ
ソ
プ
し
や
す

い
、
同暗

号
の
た
め
間
界
が
き
か
な
い
な

ど
道
路
長
仰
い
が
古
い
う

え
に
、

年
末
の
あ
わ
た
だ
し
さ
か
ら
、

ハンコひとつ刀川、右いろ

な問題をおこし ます。ハ ソ

コは法律明江責任がついて

まわっ ま寸。 tni立にとりあ

っか、、ま Lよフ。

1ハ ンコ，it.地んにあずけ石な2

2白紙委任状は出すべからず。

3ぞたらに保証人の印を押さな

し、。

4. .1fb出向は宇にかけて押せ。

5紛失のハンコがでても使わな
し、。

Eハゾコは走肉で押せ。

7曹司.認印、金銭印は区:e!Jし
てil!ぇ。

(NHKこんにちは異さんより 〉
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沿う
宗

像

さ

ん

じ
3
3・
晴
れ

四
十
九
位
間
坑
計
調
査
員
と

L
て
宮
居
地
方
自
F

一
団
体
の
あ
ら

中
る

A
置
に
式
き

t
控
訴
を
果

た
し
た
字
莞
判
河
‘

AF4印
明
司

さ
ん
(
門
川
)
に
勲
六
事

m
t
u

ひ
ん
」でこ
と

本
年
置
の

売
h

官官
も
事
い
宮
請

に
在
A4
し
、
盟
作
の
扶
を
迎

え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
一
-
と

は

生
産
量
の
λ
な
さ
ん
と
と
i

も
に

望
日

ιた
え
ま
せ
ん
a

し
か
し
、
米
が
ニ
Z
F

涜
b
J
C
の

型
昨
か
う
究
開
一問
調
島
、
米
価
が

請
来
さ
れ
.
ま
た
都
島
と
い
え

ど
も
輸
入
に
お
び
や
カ
占
札
、

書
岳町
曹
の
安
価
等

刀
う
λ
て
長

主
を
ど
一
体
と
す
る
今
金
町
と
し

て
支
出一
と
し
て

し
ら
れ
な

い
実

情
に
あ

η
ま
す
3

こ
の
よ
う
な

問
題
解
荷
は
一
個
人
が
造
成
で

< 

‘' 

川

~

〈

¥
H
00
0人
'
Jて
J

i
1

A
V
 

叙

勲

3村

の自
立

が
細
つ
れ
る

よ
と
に
作
い
ま

り

T
一
月

T
三
日
記一
包
公
「
に

お

い
て
空
軍
し

ま
し
た
。

宗
慢
さ
ん
は
、
士
一
一
位
九
年
秋

巧
諒

一
伺
匡
勢
調

音
H
-一主
言

以
託
、

A4
H
ま
で
身
体
告
患
と

そ
の
拍
立
に
よ
り
各
時
乃
町
計

""

は
と
じ
て
氏
、
胤
さ
礼
ま
し

f
 主

た
昭
布
十
三
た
か
ら
い町
内

ル
一
弘
司
と
主
、

こ
れ
ま
で
三

十

担
問
.
刻
一
点
の
汽
し
い
、
人
た
ち

の
よ
l

副
読

R
-一忌
含
R
W
4
、
e

て

ぎ
る
も
乃
で
た
く
、
-2
府
丹
岩

本
的
姿
勢
は

じ

E
d--れ
る

も
丹

で
あ
っ
正
す
O

A
宵
吋
戸
自

4

廷
で

き
な
い
置
が
ーとん
ーた

T
f
f
y

茸

λ

そ
の

止

ε

L豊
島世

ゆ

重
ーーし
世
民
A

Z

匂
カ
安
定
す
る
よ

う
な
材
活
セ
出
立
す
る
方
向
に

連
動
ι

を
進
め
て
い
く
べ

き
で
あ

り
ま
す
。

ま
た
反
一田
.
わ
れ

h
孔
の
行

司
う
べ
き
こ
と
は
、

良
質
で
安
い

p
b
乃
を
沼
口氏
に
提
供
す
る
た
め

今
世
の
堕
革
の
在
代
化
ーな
り
合

理
化
を
進
め
て
い

れ
な
庁
れ

d

-
な
り
幸
せ

~
ョ

こ
れ
に
は
、

E

業
複
障
の
共
同
利
用
に
よ
る
到

。
白
川
情
な
人
柄
か
ら
昭
和
田
十

二
年
置
正
お

い
て
厚
生
大
一
臣
か

ら
功

芳
章
を
受
け
て
い
ま
十
。

宗
田
川
さ
ん
は
こ
の
感
滋

i

を

「

一
ι

欠
白
包
陸
下
司
い

た
打
り
の
お
耳

目提
F
H

あ
ま
え
、
捷
遣
の
よ
き
信

一伊
国
~手
と
な
り
余
生
を
f
u
k

し
み

た

い
一
と

ε語
っ
て
お
つ
ま
寸
'a

宗
母
さ
ん
の
生

札
は

ι一
方
都

町
で
寸
が
、
明
，
百
四
+
年
か
ら

記
円
段
授
、
を
つ
ま
、
現
在
も
元

気
で
む
子
ζ

ζ

J

J

~

縄
全
日
山
は

げ
叫
♂
お
り
さ

7
3

'
主
町
内
山
門
!
刑
判
H
A刊
べ

4
4
-J

h
H
ハ
U
'
H
H
L
れ
児

A

さ
ん
(
叫
ん

民
間
出

ペ
ら
)
に
1
札
、
u
d-
-「
i
u
p

，す
d

二=号↑
H
H
苔
び
引
宗

H
-F
ん

:

ー、

L
t

、1
d
t
i

キパ川

R
T
dν
F
U
!
ラ
イ
〆

七

y
q
l
乃
活
川

ιよ
る
術
以

化
、
ら
λ
貯
b

n
d

ゲ一剖
し
定
し
て
の

ふ
へ
泊
呉
主
宮
市
町
住

3
.
汝
川
川

町
民
間
利
用

に
よ
る
市
机
民
的
信

興
な
と
進
め
て
お
り
ま
す

d

弘
ど
も
は

こ
れ
ら
に
対
処
す

る
た
仇
}
声
。
一
応
の
自
安
と

し
て
米
の
出
荷
三
五
つ
能
、
髭

喪
て
は
牛
乳
一-一

o
obに
到
追

す
る
よ
う
』
刀
打
し
、
不
可
援
な

最
件
の
万
江
佐
町
プ
ラ

ス
に
な

る
方
法
を
考
え
る
符
策
を
立
て

託
ば
な
り
ま
せ
ん
a
同
時
に
聾

果
は
本
町
の
基
幹
ま
莱
で
あ
り

、
そ
の
消
員
は
町
勢
仲
践
に
大

、
『一

き
く
影
書
す
る
だ
け
に
町
ぐ
る

み
で
考
之
て
い
〆
正
要
か
あ
り

ま
す
。

し
た
が
っ
て
、

4
の
腔
作
ム

l
ト
に
よ
る

こ
ぶ
二
と
な一
く
、

1

ダ
な
出
貨
を
押
え
て
明
日
え

の
有
道
偉
却
を
皇
え
る
よ
う
豊

宝
の
ム
な
さ
ん
の
努
力
を
お
額

い
し
ま
す
a

今
金
町
皇
某
協
同
制
合
員

清

水

量

次

一

お
た
が

い

に
人

権

を

尊

重

し

ま

し

ょ

W
M

広
人
情
立
苫
よ

一
九
四
八

日

f
二
月
十
日
国
民
一託
金
に
お

L
4刊
択
さ
れ
.
広
ノ
、
問
界
民

八
布
さ
れ

ま
し
たョ

こ
の
宜
吉

之

肘

界

の

圭

て
の
人
々
の
季

戸市山

立
午
-
百
を
宅
問
一
す
る
た

め
に

人
間
に
と

っ
て
史
、
こ
と
の
で

き
な

t
r
w
r織
的
権
判
、
自
由
を

-
'
し
、
貯
界
的
な
立
場
か
ゆ
こ

れ
ら
の
福
利
、
自
由
を
保
慨
し

フ

ょ
う
ζ

十
る
も
の
で
す
3

つ
ま
勺
人
は、

国
主
か
ら
も

他
人
か
ら
も
そ
の
人
慢
を
浸
さ

礼
る
こ
と
な
く
、
ま
た
、
他
人

の
人
慢
を
侵
す
こ
と
な
く
、
自

由
を
享
有
す
ペ

!き
こ

と
を
宜
き

し
た
も
の
で
す
。

本
年
は
惜
界
人
憎
宣
言
採
択

ニ

O
周
年
に
当
り
、
人
種
革
採

を
さ
ら
に
高
め
て
人
畑
山
阻
害
を

の 納税

(第三期)

p、p、-、p、，旬、、P吋

町道民税

12月

絶
成
す
る
た
め
、
十
一

一月
を
国

際
人
海
年
記
念

「
人
情
月
間
」

と
定
め
、
連
旨
の
周
知
徹
底
に

位
里
を
お
き
人
倍
理
屈
の
啓
措

に
努
め
て
い

ま
す
。

♂
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; 国民年金 l

H保設料頚がかわります 1
一二一一ー
~.ë::苧主の 保険料は昭和d4年 1 月カら

3501未満の人口 250円、35才以上の人ば

3CC円とそιぞれ 50門ずつあがることに

なっています。

これは 41宇に与主績がー単に2告半

に引き上げられ、この年金主給δ丑吾な

財里である 保持科も引き c:ずる ことにな

ったりですが.これを-~に引き上げて

はムなさ~に負担をかける ことになり ま

すので、最初の年は'00門.44手1月から

50円と 2固に分けて引きょげられる ミと

になったのて'す。E更年金<!.みなさん

の納めた保険科ほか.1)でなく国の負担も

あわせて積み立て、その6'1立主を資金こ

して将来牢歪を主拾するニ とと Lている

のです。

しかLその年主は物価方変動や生活 水

準の向上に見会 うよう に引き上げられる

ことになっていますeそのためには国の

負担も上げますが保険料もやむを得ず引

き上げることが必要とされまナ。

このように、 年金額の充喫を図るため

には揮険料の引き土げを伴う ことになり

ますが、ぜひみなさんの脇力をお思いし

ます。
12月258謹り

九一一一一.........-."一一…---
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迫
に
停
止
百
納
入
す
-む

F-と
と
な

料
刷
出
庄
平
dm、
信
な
と
で
飲
立
や

宿
泊
を
し
た
Lι

き
に
は
、
正

-

〈
税
ムEJbr
-一
ト
う
た
し
る
し
と
し

て
「
公
約
骨
収
紅
」
を
島
守
壬

も
し
、
広
の
方
で
7
f
J汀
し
な

c
に
は
、
桧
山
主
庁
一一R
円

謀
、
北
桧
山
税
控
出
年
同
所

ι趣

て

引
用
、
休
け
し
専
心
拘
A
H

戸
、
一
人

-
m
=、ξ
口
円
以
下

て
-
人
一
回

=
.
E
E
円
以
上

判
宝
刀

一

抗

eo

「
料
貯
飲
食
雲
消
山
託
」
と
一
V
鉱
山
丸
山
ち
で
噌
交
の
柁
仏
H
r
J

い
う
税
金
の
こ
と
を
ご
有
こ
で

作

わ

な

L
利
引
に
つ
い
て
は

す
か
。
一

料
理
広
平
カ
『
エ

I

一
人
一
同
ム
ハ
(
ズ
円
ま
で
T

飲
食
応
、
部
焦
な
ど
で
欽
古
手

市
泊
を
し
た
と
き
に
カ
か
る
良

一
、
明
治
の

助
六

生
↑
の
こ
と
で
す
。

「

二

人

戸

川

{

二

主

主〆

」
打

こ
れ
は
、
左
記
に
よ
り
道
に

金
へ
広
道
托
品川八
わ
ru
門
)

か
わ
っ
て
宿
の
経
世
者
が
税
金

の

一
0
00

を
罰
川
り
}
ヶ
月
分
を
ま
と
め
て

マ
一
人
一
川
一

、
二
O
C
H
ま

主

一

2
言

、
ノ

一
a
t
E
t
/

一

r
t
/

一

汗

建

可

一

鮎
「
叫

ni--FtzhJご
一
言
z
u
i

一

司

マ「↑一

比
一
ら
れ
ぜ
可
ぺ
静
一点
主
一

釘
苛
噛
判
市
立
-b存
喜
一
点
一

品

可

A
F
H
ハ
い
i

「
l
a

H

円↑
i
l
i
-
-

今
金
町
出
身
勤
労
背
中
住
グ

ル
ー
プ
荏
齢
の
場
と

L
て
の
ホ

ム
が
札
粍
市
山
田
守
似
町
発
寒
の

尭
事
保
育
所
内

ι開
設
さ
れ
ま

し
た
。

萄
週
日
程
自
の
Z

前
中

関
位
し
て
レ
ま
す
の
で
ご
活
用

下
さ
い
c

な
お
、
連
絡
先
は
次

の
と
お
り
で
みi'o

札
幌
市
苓
似
町
尭
来
三
ノ
一

提
寒
保
育
所
内
厚
沢
班
十

2γ
砧
三
九
九
七
)

一V
臼
治
位
~
同
防
白
予
定
二
十
周
年

記
't雨
戸
功
甘
省
担
事
表
彰

副
出

L
A
E
田町
4A蔵

即
日
昨
長
阿
荒
正
4
1

Fvm和
国
十
三
年
事
納
税
功
労

者
表
彰

日

r
R
酌
民
国
(
伝
山
主

H
長
)

計
段
会
一じ+ム和
証一
が
応

F

ハ
霊
視
手
署
長
)

マ
町
計
出
h
み
も
叩
取
表
彰

取
2
u
-ィ
酌
、
伊
除
了
一

C
一十

年
以
上
)
訂
神
世
作
(
十
任
以

上
、
巾
山
昭
作
、

Irn幸
次
引

、
気
忠
政
義
、
白
山
一
二
、
南
川

新
時、
沼
己
茂
(
五
年
以
よ
」

。
酪
農
も
な
か

。

に

金

賞

テ
レ
ビ
の
ロ
ー
カ

ル
難
摂
が
解
決
し

ま
し
た

臥叫に
叩肌
寸
る

'F
f
r
'と
な

り

さ

寸

評

ドハ
J
'

吋
μuoe
4

4

供

可
な
訪
問

z

す
「
七
宇
一
仁
川
力

下
さ
L

こ
れ
ま
で
北
部
桧
山
地
方
は

N
H
K
、
同
教
育
、

S
T
V
の

三
局
し
か
視
暑
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
ロ
月
3
日
か
ら
H
E

C
が
放
送
開
始
さ
れ
ま
し
た
ω

ま
た

N
H
K
は
、
こ
れ

ま
で

室
酷
聞
か
ら
の
電
波
を
萱
訂
し
て

い
ま
し
た
が
、
同
じ
く

3
日
か

ら
↑
広
範
位
送
庇
去
の
ロ
ー
カ
ル

ユ
ユ

1
久
、
天
気
守
将
、
道
南

の
出
品
(
萄
週
大
J
生
放
送
時
刻

7
時
却
分

t
お
分
)
が
於
送
さ

れ、

f
b
富町一

ロ
1
-m
d
h
震
視
問

題
が
解
決
さ
れ
ま
し
た
e

公
給
領
収
証
は

忘
れ
ず
受
頂
ろ
う

人
物
往
来
(
日
月
)

よ
ろ
乙
び

・

か
な
し
み

(
H
H
{月
会
)

1
E
U
乱
足
語
気
志
向
村
払
拘
〆

北
桧
山
昨
税
軽
出
1
忠
相
長

打
ム
n
せ

4
日
}
山
叫
村

小
ド
ロ
廿
仁
、
ιru
山

主
斤
定
事
政
長
打
'Fz
せ

6
日
制
高
眠
同
署
内
政
務
片
山
官

一
紐
河
川
利
引
川
科
娯

7
M
l
J由
v
h
m
毛
ぜ
詑
器
用
担

管
円
相
V

長
打
A
H
セ

9
8

H
由
中
代
鋲
L
し
駅
前
広
揖

-E
、

コ
長

M
L
H
V
H
j
γ
一

i
'
〈
ム

外

一
行

A
n
f
E
古町一

-
E

学
H
vh
耳
町
長
外

fnι

市
町
'打
合
せ

1
H

r
hp
主
旬
、
品
川人

'
v

語
h

d

汀'リム
下
せ

出
生
9
名

!
大
勾
す
紀

F
L利

河
)
千
葉
一
持
、
小
川
千
波
、

桜
井
利
区
、
佐
々
木
情
宗
、
古

文
厚
子
、
今
令
}
増
田
亜
山
安

門
司八
克
}
伊
H
V

正
和
〔
秘
秒
、
一

一一一
上
利
行
(
金
原
)

婚
蝿

5
組

向
都
世
宜
H
n出
H

U

色
勺
也、

民
橋
中
庁
科
H

、k
n
て

よ弘
、
人
見
且
ア

ハ
J

↓L
-

生
)
司
昨
弘
之

ι
M
J
t
九

F

八
京
〉
須
臣

一
向日
l

，木
島

E

子
(
神
丘
〉

死
亡
5
名

氷
森

マ

Am、
太

田
昌
太
郎
お
{
今
生
U

秋
山
仲

直
日
、
ユl
引
骨
折
新
』
四
千
円
(
舟
川
)

大
平
新
八
一
出
(
日
進
V

+ふ
んヰ

七
月
札
相
川
市
で
開
位
さ

れ
た
杭
十
七
問
主
昆
虫
干
時
覧

会
で
守
今
生

式
昨
菓
子
高
司
今

世間
量
も
な
か

H
b
λ

こ
と
金
買

に
い
W
3
，
I
4・
し
ー
に
E

近
く
'
イ
ム
ゴ
名
ιJi
r-L

て

仇
l

b
に

午
-
-ご
れ
ま
寸

ュ

工
業
統
計
調
査
に

協
力
を

こ
と
ー
も
士
一
月
三
十
一

日

日
一
吉
で
宜
戸
計
費
子
市
喪
主

主、丸一ま
A
a

• .. 
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